
総合的な学習の時間における情報機器の活用
豊里小学校

１ 単元名 自分や家族の健康を守ろう（５・６年 総合）

２ 単元の目標
・健康について自分の体や生活を見直し、その中から自分自身の課題を設定し、友達と協力しな
がら追求することにより自分自身の生活をよりよくする方法を見つけることができる。
・体や生活について、身近な人々と共に健康な生活を保持・増進していこうとする意識や態度を
育てる。
・課題に沿って必要な資料を収集・選択して、まとめたり発表したりすることができる。

３ 指導計画の概要
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４ 情報機器活用の意図
自分の健康という身近なところから課題を見つけ、そこから多面的・総合的な考えへと広げて
いくために、情報機器を活用した。また、各自が課題解決に向け、現地で情報を収集したり、イ
ンターネットで調べたりしたものを、スタディノートの掲示板にまとめていく。掲示板を見合う
ことで、情報の共有化を図ることができる。

５ 本時の活動
(1)目標
・自分の体の健康保持増進のための課題解決に必要な情報や資料を集めたり、調べたりしてまと
めることができる。
・課題解決のために集めた資料や情報を整理・保存し再利用する事ができる。
(2)展開

内容 学習活動 教師の支援
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６ 成果と課題
健康に対する質問事項を、専門機関や校医さんに聞く方法としてメールを利用した。これは、相
手の方の都合のいい時間に返事を書いていただけるので、大変有効であった。また児童もメールの
送受信に慣れることができたので、今後も取り入れていきたい。これを機会に、学校も歯科校医さ
んとの連絡は、メールで行うようになった。
スタディノートの掲示板に、環境・健康・福祉・国際理解のホルダーを作った。本単元では、健
康のホルダーに自分の意見や分かったことを書き込み、全校の掲示板に張り付けた。今後は、単に
これを見合うだけではなく、友達の意見に対して感想や返事を書き込んでいきたい。また、データ
ベースとして保存することで、来年度以降の参考にし健康に対する考えを深めていきたい。


